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(57)【要約】
【課題】録画された複数の番組を同時にプレビュー表示
して、ユーザの使い勝手を向上させる放送受信装置およ
び番組再生方法を提供することを目的とする。
【解決手段】複数の受信手段１０２～１７２で受信され
た複数の番組データを記録媒体に記憶させるとともに、
記録媒体に記録された複数の番組データを読み出し、記
録媒体に記録された複数の番組データのうちの表示する
データが記録された時刻の情報と、時間軸とチャンネル
軸とを備える番組表と、同じ時刻に記録された複数の番
組データが同時に表示され番組表の周囲に配置される複
数の表示部ＣＨと、複数の表示部に表示されるデータが
記録された時刻の情報の位置を番組表上において表すタ
イムバーと、を表示する映像信号を出力する記録再生手
段と、を備え、番組表上で前記タイムバーの位置が調整
されたときに、複数の表示部ＣＨに表示されるデータが
記録された時刻を前記タイムバーの位置に対応させて調
整する。
【選択図】図３
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　複数の番組データを受信可能な複数の受信手段と、
　前記複数の受信手段で受信された前記複数の番組データを記録媒体に記憶させるととも
に、前記記録媒体に記録された前記複数の番組データを読み出し、前記記録媒体に記録さ
れた前記複数の番組データのうちの表示するデータが記録された時刻の情報と、時間軸と
チャンネル軸とを備える番組表と、同じ時刻に記録された複数の番組データが同時に表示
され前記番組表の周囲に配置される複数の表示部と、前記複数の表示部に表示されるデー
タが記録された時刻の情報の位置を前記番組表上において表すタイムバーと、を表示する
映像信号を出力する記録再生手段と、を備え、
　前記番組表上で前記タイムバーの位置が調整されたときに、前記複数の表示部に表示さ
れるデータが記録された時刻を前記タイムバーの位置に対応させて調整するように構成さ
れた放送受信装置。
【請求項２】
　前記記録再生手段は、前記記録媒体に記録された前記複数の番組データのうちの表示す
るデータが記録された日付をさらに同時に表示する映像信号を出力する請求項１記載の放
送受信装置。
【請求項３】
　前記記録再生手段は、前記記録媒体に記録した番組タイトルのリストを含み、ユーザが
表示させる番組データを選択可能とする番組選択画面を表示させる番組選択手段をさらに
備え、
　前記記録再生手段は、ユーザに選択された番組を表示させる手段を備える請求項１又は
請求項２記載の放送受信装置。
【請求項４】
　前記記録再生手段から出力された映像信号が供給される表示手段をさらに備える請求項
１乃至請求項３のいずれか１項記載の放送受信装置。
【請求項５】
　複数の番組データを受信し、
　前記受信手段で受信された複数の番組データを記録媒体に記憶し、
　前記記録媒体に記録された前記複数の番組データを読み出し、前記記録媒体に記録され
た前記複数の番組データのうちの表示するデータが記録された時刻の情報と、時間軸とチ
ャンネル軸とを備える番組表と、同じ時刻に記録された複数の番組データが同時に表示さ
れ前記番組表の周囲に配置される複数の表示部と、前記複数の表示部に表示されるデータ
が記録された時刻の情報の位置を前記番組表上において表すタイムバーと、を表示する映
像信号を出力し、
　前記番組表上で前記タイムバーの位置が調整されたときに、前記複数の表示部に表示さ
れるデータが記録された時刻を前記タイムバーの位置に対応させて調整する番組再生方法
。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、放送受信装置および番組再生方法に関し、特に、複数の放送信号を同時に受
信可能な放送受信装置および番組再生方法に関する。
【背景技術】
【０００２】
　周知のように、近年では、テレビジョン放送のデジタル化が推進されている。例えば、
日本国内においては、ＢＳ（broadcasting satellite）デジタル放送及び１１０度ＣＳ（
communication satellite）デジタル放送等の衛星デジタル放送だけでなく、地上デジタ
ル放送も開始されている。
【０００３】
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　録画再生装置は、放送若しくはネットワークを介して選択的に信号を受信する受信手段
と、受信された信号を信号処理する信号処理手段と、信号処理後の信号を記録するハード
ディスク等の記録手段と、を有している。
【０００４】
　近年では、テレビジョン放送を受信するデジタルテレビジョン放送受信装置においては
、記録手段の容量の増加により、例えば、複数の放送信号を同時に受信し、一定期間に放
送される全ての番組を記録する番組録画方法が可能である。
【０００５】
　上記のように、一定期間に放送されたすべての番組を録画すると、ユーザは記録された
多数の番組の中から、視聴する番組を探し出すことが必要となる。従来、記録された複数
の番組の選択リストを表示し、選択リスト上にカーソルが置かれたコンテンツを再生して
合成表示する装置が提案されている（特許文献１参照）。
【０００６】
　また、横方向に各放送局を、縦方向に時間をそれぞれ割り当てて、番組を表示させて、
記録された放送番組の中から所望の番組をユーザに視認させる装置が提案されている（特
許文献２参照）。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００７】
【特許文献１】特開２００７－２７４５６１号公報
【特許文献２】特開２００５－３２３０５６号公報
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００８】
　ユーザが録画された番組を確認する場合に、上記の特許文献１に記載された装置のよう
に、１つ１つ番組をプレビュー表示させると、１つずつ再生して確認するとユーザの手間
となることがあった。また、上記特許文献２に記載されたように、番組表内にプレビュー
画面を設け、番組を部分的に視認するだけでは、ユーザが視聴する番組を選択することが
困難である場合があった。
【０００９】
　本発明は、上記事情に鑑みて成されたものであって、録画された複数の番組を同時にプ
レビュー表示して、ユーザの使い勝手を向上させる放送受信装置および番組再生方法を提
供することを目的とする。
【課題を解決するための手段】
【００１０】
　本発明の第１態様による放送受信装置は、複数の番組データを受信可能な複数の受信手
段と、前記複数の受信手段で受信された前記複数の番組データを記録媒体に記憶させると
ともに、前記記録媒体に記録された前記複数の番組データを読み出し、前記記録媒体に記
録された前記複数の番組データのうちの表示するデータが記録された時刻の情報と、時間
軸とチャンネル軸とを備える番組表と、同じ時刻に記録された複数の番組データが同時に
表示され前記番組表の周囲に配置される複数の表示部と、前記複数の表示部に表示される
データが記録された時刻の情報の位置を前記番組表上において表すタイムバーと、を表示
する映像信号を出力する記録再生手段と、を備え、前記番組表上で前記タイムバーの位置
が調整されたときに、前記複数の表示部に表示されるデータが記録された時刻を前記タイ
ムバーの位置に対応させて調整するように構成されている。
【００１１】
　本発明の第２態様による番組再生方法は、複数の番組データを受信し、前記受信手段で
受信された複数の番組データを記録媒体に記憶し、前記記録媒体に記録された前記複数の
番組データを読み出し、前記記録媒体に記録された前記複数の番組データのうちの表示す
るデータが記録された時刻の情報と、時間軸とチャンネル軸とを備える番組表と、同じ時
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刻に記録された複数の番組データが同時に表示され前記番組表の周囲に配置される複数の
表示部と、前記複数の表示部に表示されるデータが記録された時刻の情報の位置を前記番
組表上において表すタイムバーと、を表示する映像信号を出力し、前記番組表上で前記タ
イムバーの位置が調整されたときに、前記複数の表示部に表示されるデータが記録された
時刻を前記タイムバーの位置に対応させて調整する番組再生方法である。
【発明の効果】
【００１２】
　本発明によれば、録画された複数の番組を同時にプレビュー表示して、ユーザの使い勝
手を向上させる放送受信装置および番組再生方法を提供することができる。
【図面の簡単な説明】
【００１３】
【図１】本発明の一実施形態に係る放送受信装置の一構成例を説明するための図。
【図２】本発明の一実施形態に係る放送受信装置における、丸録り番組一覧表示画面の一
例を説明するための図。
【図３】本発明の一実施形態に係る放送受信装置における、電子番組表を含む丸録り番組
一覧表示画面の一例を説明するための図。
【図４】本発明の一実施形態に係る放送受信装置における、電子番組表を含む丸録り番組
一覧表示画面の他の例を説明するための図。
【図５】本発明の一実施形態に係る放送受信装置における、録画番組タイトルリストおよ
びプレビュー画面の一表示例を説明するための図。
【図６】本発明の一実施形態に係る放送受信装置における、プレビュー選択画面の一例を
説明するための図。
【図７】図６に示すプレビュー選択画面で選択された番組の一覧表示画面の一例を説明す
るための図。
【図８】本発明の一実施形態に係る番組再生方法の一例について説明するためのフローチ
ャート。
【発明を実施するための形態】
【００１４】
　以下、本発明の第１実施形態に係る放送受信装置について、図面を参照して説明する。
図１は、本発明の一実施形態に係るデジタル放送受信装置１０１（記録制御装置）の構成
を説明する図である。
【００１５】
　デジタル放送受信装置１０１は、例えば番組録画制御装置を搭載したデジタルＴＶ、又
は番組録画制御装置を搭載した放送受信装置である。ここでは、スクランブルされたデジ
タル放送信号を受信する受信手段としてチューナーモジュール（地上デジタル放送受信用
のチューナ、ＢＳ／ＣＳデジタル放送受信用のチューナなど）が８台以上ある場合を例に
とって説明する。
【００１６】
　デジタル放送受信装置１０１は、信号を選択的に受信可能な複数の受信手段としてのチ
ューナーモジュール１０２～１７２と、チューナーモジュール１０２～１７２で受信され
た信号に対して所定の信号処理を行う記録再生制御手段と、記録再生制御手段で処理され
た信号が記録される記録手段としての記録モジュール１１１と、記録モジュール１１１で
処理された信号を表示可能に処理する表示処理手段としてのＡＶデコードモジュール１０
５および表示処理モジュール１０６と、を備えている。記録再生制御手段は、ＴＳ分離モ
ジュール１０３～１７３とデスクランブラモジュール１０４～１７４と記録再生制御モジ
ュール１１０とを備えている。
【００１７】
　さらに、記録再生制御モジュール１１０は、記録モジュール１１１に記録された複数の
番組データを同時に表示させるようにＡＶデコードモジュール１０５および表示処理モジ
ュール１０６を制御するプレビュー再生モジュール１１０Ａを備える。



(5) JP 2010-239652 A 2010.10.21

10

20

30

40

50

【００１８】
　第１チューナ１０２で受信された放送番組の信号はＴＳ分離モジュール１０３に送られ
、ＴＳ分離モジュール１０３は放送番組の信号から番組情報（ＥＣＭ）を分離する。この
分離されたＥＣＭは、ＣＡＳ制御モジュール１０７を介して、カードスロット（カードイ
ンターフェースＩ／Ｆ）１０７ａに装着されたＣＡＳモジュール（ＩＣカードの形態を持
つＣＡＳカード：以下、適宜ＣＡＳカードと呼称する）１０８に転送される。ＣＡＳカー
ド１０８の中では、記憶されているワーク鍵（Ｋｗ）を用いてＥＣＭの暗号を復号してス
クランブル鍵（Ｋｓ）を得る。
【００１９】
　同時にＥＣＭからその番組に関する属性情報を得て、ＣＡＳカード１０８に記憶されて
いる契約情報と比較してデスクランブルを行うか否かが判定される。この判定を行う際に
、番組の属性情報で指定される課金方式に基づいて制御が行われる。なお、暗号鍵（スク
ランブル鍵）Ｋｓとワーク鍵Ｋｗは放送事業者毎に異なるが、全受信機で共通な鍵である
。
【００２０】
　また、第２チューナ１１２で受信された放送番組の信号はＴＳ分離モジュール１１３に
送られ、ＴＳ分離モジュール１１３は放送番組の信号からＥＣＭを分離する。分離された
ＥＣＭはＣＡＳ制御モジュール１０７を介してＣＡＳカード１０８に転送される。
【００２１】
　以下同様に、第３チューナ１２２で受信された放送番組の信号はＴＳ分離モジュール１
２３に送られ、ＴＳ分離モジュール１２３は放送番組の信号からＥＣＭを分離する。分離
されたＥＣＭはＣＡＳ制御モジュール１０７を介してＣＡＳカード１０８に転送される。
【００２２】
　また、第４チューナ１３２で受信された放送番組の信号はＴＳ分離モジュール１３３に
送られ、ＴＳ分離モジュール１３３は放送番組の信号からＥＣＭを分離する。分離された
ＥＣＭはＣＡＳ制御モジュール１０７を介してＣＡＳカード１０８に転送される。
【００２３】
　また、第５チューナ１４２で受信された放送番組の信号はＴＳ分離モジュール１４３に
送られ、ＴＳ分離モジュール１４３は放送番組の信号からＥＣＭを分離する。分離された
ＥＣＭはＣＡＳ制御モジュール１０７を介してＣＡＳカード１０８に転送される。
【００２４】
　また、第６チューナ１５２で受信された放送番組の信号はＴＳ分離モジュール１５３に
送られ、ＴＳ分離モジュール１５３は放送番組の信号からＥＣＭを分離する。分離された
ＥＣＭはＣＡＳ制御モジュール１０７を介してＣＡＳカード１０８に転送される。
【００２５】
　また、第７チューナ１６２で受信された放送番組の信号はＴＳ分離モジュール１６３に
送られ、ＴＳ分離モジュール１６３は放送番組の信号からＥＣＭを分離する。分離された
ＥＣＭはＣＡＳ制御モジュール１０７を介してＣＡＳカード１０８に転送される。
【００２６】
　また、第８チューナ１７２で受信された放送番組の信号はＴＳ分離モジュール１７３に
送られ、ＴＳ分離モジュール１７３は放送番組の信号からＥＣＭを分離する。分離された
ＥＣＭはＣＡＳ制御モジュール１０７を介してＣＡＳカード１０８に転送される。
【００２７】
　通常処理では、ＣＡＳ制御モジュール１０７は、各ＴＳ分離モジュール１０３～１７３
から送られてきたＥＣＭを到着順にＣＡＳカード１０８に送り、ＣＡＳカード１０８から
応答されたスクランブル鍵Ｋｓを対応するデスクランブラモジュール１０４～１７４に設
定する。
【００２８】
　デスクランブラモジュール１０４～１７４は、設定されたＫｓを用いて暗号化されたコ
ンテンツのデスクランブルを行い、デスクランブルされた放送番組の信号を記録再生制御
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モジュール１１０に送出する。そして、記録再生制御モジュール１１０は放送番組の信号
を記録モジュール１１１へ記録したり、ＡＶデコードモジュール１０５へ出力したりする
。
【００２９】
　記録モジュール１１１は、ＨＤＤ、ディスクドライブ、ＳＤ（登録商標）カードリーダ
ライタであり、記録再生制御モジュール１１０からの放送番組の信号を記録する。記録モ
ジュール１１１は、デジタル放送受信装置１０１の必須構成ではなく、デジタル放送受信
装置１０１に対して接続される機器であってもよい。
【００３０】
　この場合、記録再生制御モジュール１１０からの出力は、ＩＥＥＥ１３９４インターフ
ェース又はＨＤＭＩ（High-Definition Multimedia Interface）インターフェースなどを
介して、記録モジュール１１１へ転送される。また、ＡＶデコードモジュール１０５は、
放送番組の信号をＡＶ情報（映像および音声）へデコードする。
【００３１】
　ＡＶ情報のデコード出力（ＡＶ出力）は、表示処理モジュール１０６を介して、表示装
置２００又は外部モニタ（図示せず）に出力される。表示処理モジュール１０６は、ＯＳ
Ｄ（On Screen Display）等によりユーザへの情報を提示するための、ＧＵＩ（Graphical
 User Interface）機能を持っている。このＧＵＩ機能により、後に説明する丸録り番組
一覧表示画面が表示装置２００又は外部モニタに表示される。
【００３２】
　また、操作入力モジュール１８０は、ユーザからの各種操作を入力する。例えば、操作
入力モジュール１８０は、ユーザからの自動録画の設定、録画時間の設定、録画時間帯の
設定を入力する。
【００３３】
　操作入力モジュール１８０は、デジタル放送受信装置１０１に取り付けられた固定の操
作パネルに相当するものであってもよいし、またデジタル放送受信装置１０１から分離し
たリモートコントローラ（図示せず）であってもよい。
【００３４】
　次に、自動録画時の録画時間設定について説明する。上記説明したように、デジタル放
送受信装置１０１は、８つ以上のチューナーモジュールを備えている。つまり、デジタル
放送受信装置１０１が、少なくとも８チャンネルを同時録画することができる。
【００３５】
　例えば、ユーザが、操作入力モジュール１８０を介して、チャンネル１～８に対して自
動録画を設定し、チャンネル１～８に対して８時間の録画時間を設定すると、記録再生制
御モジュール１１０は、チャンネル１～８の８時間分の番組データを記録モジュール１１
１へ録画する。また、ユーザが、操作入力モジュール１８０を介して、丸録り設定をする
と、チャンネル１～８の１日分の番組データが記録モジュール１１１へ録画される。
【００３６】
　本実施形態に係る放送受信装置では、例えばメニュー画面から「プレビュー再生」を選
択したり、リモートコントローラに設けられた「プレビュー再生」ボタンを操作したりす
ることにより、記録再生制御モジュール１１０のプレビュー再生モジュール１１０Ａは、
上記のようにして同時録画された複数の番組を、図２に示す丸録り番組一覧表示画面のよ
うに表示させる。
【００３７】
　すなわち、プレビュー再生モジュール１１０Ａは、記録モジュール１１１に記録された
番組データのうち、同じ時間に記録された複数の番組データを、同時にプレビュー表示さ
せる再生モジュールを備えている。
【００３８】
　図２に示すように、丸録り番組一覧表示画面には、８つのチャンネルの夫々について表
示部ＣＨが設けられ、表示部ＣＨに録画された番組が同時に表示される。また、丸録り番
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組表示画面には、ユーザがプレビュー表示させる番組が記録された日時を表示するための
日時入力欄Ｄａが設けられている。再生日時欄Ｄａには、プレビュー表示されている番組
が記録された日付および時刻が表示され、ユーザは、再生日時欄Ｄａの日時をリモートコ
ントローラ等により指定することにより、指定した日時に同時録画された番組を一覧表示
させることができる。
【００３９】
　プレビュー再生モジュール１１０Ａは、リモートコントローラ等からの操作信号に応じ
て、プレビュー表示された複数の番組データの、早送り、巻き戻し、スキップあるいは一
時停止をするプレビュー番組操作モジュール（図示せず）を備えている。
【００４０】
　ユーザにより、この丸録り番組一覧画面が表示されている際に、例えばリモートコント
ローラが操作されると、プレビュー再生モジュール１１０Ａは、表示されている複数の番
組を早送り、巻き戻し、一時停止、スキップ、等種々の操作をする。このことによって、
ユーザは、録画された番組の内容を素早く認識することができる。
【００４１】
　さらに、プレビュー再生モジュール１１０Ａは、電子番組表と、電子番組表上において
プレビュー表示された複数の番組が記録された時間の位置を表す手段と、を表示させる番
組表表示モジュール（図示せず）をさらに備えていてもよい。
【００４２】
　この場合、丸録り番組一覧表示画面は、例えば図３に示すように番組表と表示部ＣＨと
が合わせて表示される。図３に示す場合では、表示画面の縦方向に時間軸を設けて、それ
ぞれの時間帯における複数のチャンネルの番組欄を表示画面の横方向に並べて番組表を表
示させている。
【００４３】
　番組表の周囲の領域に、夫々のチャンネルの表示部ＣＨが設けられている。この表示部
ＣＨに表示された番組が記録された時刻に合わせて、番組表上にタイムバーＴＢが表示さ
れる。さらに、番組表の周囲の領域に、ユーザがプレビュー表示させる番組が記録された
日時を表示するための再生日時欄Ｄａが設けられている。再生日時欄Ｄａには、表示部Ｃ
Ｈに表示されている番組の録画時刻が表示される。
【００４４】
　この場合にも、図２に示す場合と同様に、ユーザは、例えばリモートコントローラを操
作することにより、表示されている複数の番組を早送り、巻き戻し、一時停止、スキップ
、等種々の操作をすることができる。また、ユーザは、リモートコントローラのカーソル
キーを操作することによってタイムバーＴＢの位置を調整して、表示部ＣＨに表示される
番組の録画時刻を調整することができる。
【００４５】
　また、プレビュー再生モジュール１１０Ａは、記録モジュール１１１に記録された番組
データのうちで、所定の期間に記録された所定のチャンネルの番組データを、同時にプレ
ビュー表示させる再生モジュールを備えていても良い。
【００４６】
　丸録り番組一覧表示画面は、例えば図４に示すように特定のチャンネルについて、録画
時刻ごとに番組が表示されるようにしてもよい。図４に示す場合では、図３に示す場合と
同様に、番組表が表示され、番組表の周囲には表示部ＣＨが配置されている。
【００４７】
　表示部ＣＨには、ユーザが選択したチャンネルにおいて録画された番組が録画時刻ごと
に表示されている。ユーザは、例えばリモートコントローラのカーソルボタンを操作する
ことによってすくなくとも１つのチャンネルを選択することができる。
【００４８】
　図４に示す丸録り番組一覧表示画面には、例えば１つのチャンネルが選択され、８つの
表示部ＣＨが配置されている。夫々の表示部ＣＨに表示される番組の録画時刻は例えば１
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時間間隔となっている。表示部ＣＨに表示される番組の録画時刻に対応して、番組表上に
はタイムバーＴＢが表示される。
【００４９】
　図２に示す場合と同様に、ユーザは、例えばリモートコントローラを操作することによ
り、表示されている複数の番組を早送り、巻き戻し、一時停止、スキップ、等種々の操作
をすることができる。また、ユーザは、リモートコントローラのカーソルキーを操作する
ことによってタイムバーＴＢの位置を調整して、表示部ＣＨに表示される番組の録画時刻
を調整することができる。
【００５０】
　なお、図４に示す場合では、１つのチャンネルについて録画された番組が表示されてい
るが、ユーザが複数の番組を選択し、複数のチャンネルについて録画された番組を表示部
ＣＨに表示させてもよい。
【００５１】
　２つのチャンネルの番組データをプレビュー表示させる場合には、例えば丸録り番組一
覧画面には、所定の期間に記録された第１チャンネルの番組データを表示させる複数の表
示部と、所定の期間に記録された第２チャンネルの番組データを表示させる複数の表示部
とが配置され、それぞれの表示部近傍に番組が記録された日時が表示される。
【００５２】
　この場合、第１チャンネルの番組データを表示させる表示部と、第２チャンネルの番組
データを表示させる表示部とを配置する場所を区別したり、表示部の近傍に日時とともに
チャンネルを表示したり、表示部の枠の色を異ならせたりすることによって、表示部に表
示されている番組のチャンネルをユーザに視認させることが可能である。
【００５３】
　また、上記のように夫々の表示部ＣＨに表示される番組の録画時刻は例えば１時間間隔
となっているが、録画時刻の間隔はユーザによって変更可能としてもよい。録画時刻の間
隔を短くすると、特定の時間帯に録画された番組をより素早く認識することができ、録画
時間の間隔を長くすると、例えば１日の間に録画された番組を認識することができる。
【００５４】
　ユーザの視聴するチャンネルが決まっているような場合には、上記のように、特定のチ
ャンネルについて録画された番組を表示させることによって、ユーザは自分の好む録画番
組をより素早く認識することが可能となる。
【００５５】
　また、記録再生制御モジュールは、記録モジュールに記録させた番組タイトルのリスト
を含み、ユーザがプレビュー表示させる番組を選択可能とするプレビュー番組選択画面を
表示させる番組選択モジュールをさらに備えていてもよい。この場合、プレビュー再生モ
ジュールは、ユーザに選択された番組をプレビュー表示させる再生モジュールを備えてい
る。
【００５６】
　記録再生制御モジュール１１０は、例えば、図６に示すようなプレビュー番組選択画面
を表示させる再生モジュールを備えている。例えばユーザのリモートコントローラ操作等
により、図５に示すような録画番組リストを表示させることが選択され、かつ、『丸録り
再生』が選択されると、例えば図６に示すようにプレビュー番組選択画面が表示される。
図６のプレンビュー番組選択画面には、例えば、同じ時間に記録された番組データのタイ
トルが録画番組リストとして表示されている。
【００５７】
　図６に示すプレビュー番組選択画面では、例えば、ユーザがリモートコントローラのカ
ーソルボタン等を操作することにより、複数の録画番組タイトルＴＬのいずれかを選択す
ることが可能となっている。
【００５８】
　図６に示す場合では、複数の録画番組タイトルＴＬの隣にプレビュー画面が設けられ、
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例えば画面上のカーソルがいずれかの番組タイトル上に配置されると、その録画番組タイ
トルＴＬの番組データがプレビュー再生されてプレビュー画面に表示される。ユーザは、
このプレビュー画面で番組の内容を大まかに確認して、例えば録画番組タイトルＴＬの近
傍に設けられたチェックボックスをチェックすることによりプレビュー表示させる番組を
選択する。
【００５９】
　例えば、リモートコントローラの決定ボタンを押圧する等によりユーザがプレビューさ
せる番組を選択すると、画面が丸録り番組一覧表示画面に切り替わる。丸録り番組一覧表
示画面には、ユーザによって選択された番組数分の表示部ＰＲＧが設けられている。
【００６０】
　図６に示す場合では、最大８つの番組を選択可能である。記録再生制御モジュール１１
０は、ユーザがプレビュー番組選択画面で選択した番組数によって、丸録り番組一覧表示
画面に表示させるプレビュー表示部ＰＲＧのサイズ、位置などを適宜変更させる。
【００６１】
　なお、プレビュー番組選択画面には、所定のチャンネルにおいて、所定の期間（例えば
所定の日）に録画された録画番組タイトルＴＬを表示して、ユーザがこれらの録画番組タ
イトルＴＬのいずれかを選択することが可能となるようにしてもよい。
【００６２】
　また、この場合であっても、図２に示す場合と同様に、ユーザは、例えばリモートコン
トローラを操作することにより、プレビュー表示されている複数の番組を早送り、巻き戻
し、一時停止、スキップ、等種々の操作をすることができる。
【００６３】
　次に、本発明の一実施形態にかかる番組再生方法について説明する。まず、ユーザのリ
モートコントローラ操作により（ステップＳＴ１）、操作入力モジュール１８０を介して
操作信号が受信されると、記録再生制御モジュール１１０は、電子番組表（ＥＰＧ）を表
示させる信号か否かを判断する（ステップＳＴ２）。
【００６４】
　電子番組表を表示させる信号である場合には、記録再生制御モジュール１１０は、ＡＶ
デコードモジュール１０５および表示処理モジュール１０６を制御して、例えばネットワ
ーク（図示せず）を介して取得した電子番組表を表示装置２００又は外部モニタに表示さ
せる。
【００６５】
　さらに、ユーザがメニューボタンから、『丸録り再生』を選択し（ステップＳＴ３）、
『チャンネル固定』が選択されると（ステップＳＴ４）、記録再生制御モジュール１１０
は、図４に示す丸録り番組一覧表示画面のように、電子番組表を表示させるとともに、所
定のチャンネルにおいて一定期間に録画された複数の番組をプレビュー表示させる（ステ
ップＳＴ５）。
【００６６】
　このとき、ユーザは、例えばリモートコントローラの上下左右のカーソルボタンを操作
することで左右（プレビュー対象チャンネルの切り替え）、上下（プレビュー時間の切り
替え）が可能となる。また、ユーザは設定により、プレビュー時間の間隔を３０分、１時
間、２時間などのように指定することができる。
【００６７】
　この状態で、ユーザが決定ボタンを押すと（ステップＳＴ６）、例えばプレビュー表示
されていた複数の番組の表示部ＣＨが、画面に大きく配置された状態となる（ステップＳ
Ｔ８）。このとき電子番組表は画面から削除されるか、あるいは、プレビュー対象チャン
ネル部分のみが複数の表示部ＣＨが配置される画面の領域よりも小さく表示される。
【００６８】
　上記の画面が表示されているときに、ユーザが例えばリモートコントローラの１～５の
ボタンを押すことによりいずれかの番組を選択すると（ステップＳＴ９）、丸録りされた
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番組のうちの１つが選択されて（ステップＳＴ１０）、番組の再生が開始される。
【００６９】
　ユーザがチャンネルを固定しなかった場合には、『時間固定』が選択される（ステップ
ＳＴ１１）。すなわち、『時間固定』が選択されると、例えば図３に示す丸録り番組一覧
表示画面のように、電子番組表が表示されるとともに、同じ時間に録画された番組が同時
にプレビュー表示される。
【００７０】
　この状態で、ユーザが決定ボタンを押すと（ステップＳＴ７）、例えば図２に示すよう
に、プレビュー表示されていた複数の番組の表示部ＣＨが、画面に大きく配置されて状態
となる（ステップＳＴ８）。
【００７１】
　この画面が表示されているときに、ユーザが例えばリモートコントローラの１～８のボ
タンを押すことによりいずれかの番組を選択すると（ステップＳＴ９）、丸録りされた番
組のうちの１つが選択されて（ステップＳＴ１０）、番組の再生が開始される。
【００７２】
　一方、電子番組表を表示させない場合には（ステップＳＴ２）、例えばユーザが図５に
示すような録画番組リストを表示させることを選択し（ステップＳＴ１３）、かつ『丸録
り再生』を選択すると（ステップＳＴ１４）、例えば図６に示すようにプレビュー番組選
択画面に同じ時間に記録された番組データのタイトルが録画番組リストとして表示され、
録画番組リストに表示された録画番組タイトルＴＬからプレビュー表示する複数の番組を
選択可能となる。
【００７３】
　図６に示す場合では、最大８つの番組を選択可能である。記録再生制御モジュール１１
０は、ユーザがプレビュー番組選択画面で選択した番組数によって、丸録り番組一覧表示
画面に表示させるプレビュー表示部ＰＲＧのサイズ、位置などを適宜変更させる。
【００７４】
　ユーザが、プレビュー表示させる番組を選択すると（ステップＳＴ１５）、例えば図７
に示す丸録り番組一覧表示画面により、選択された番組のプレビュー表示がなされる（ス
テップＳＴ８）。この丸録り番組一覧表示画面が表示されているときに、ユーザが例えば
リモートコントローラの１～６のボタンを押していずれかの番組を選択すると（ステップ
ＳＴ９）、丸録りされた番組のうちの１つが選択されて（ステップＳＴ１０）、番組の再
生が開始される。
【００７５】
　上記のように記録された番組がプレビュー表示されたときに、ユーザは、リモートコン
トローラの早送り、もしくは巻き戻しボタン、ワンタッチスキップボタン、一時停止ボタ
ンを選択することにより、プレビュー表示されたすべての番組を、早送り、巻き戻し、ス
キップ、および一時停止させることができる。このことによって、ユーザは、プレビュー
表示された番組の内容を素早くまたより効果的に認識することができる。
【００７６】
　また、ユーザは、丸録り番組一覧表示画面に設けられた再生日時欄Ｄａの日時を、リモ
ートコントローラから直接指定することにより、指定した日時の番組をプレビュー表示さ
せることができる。
【００７７】
　さらに、電子番組表を表示させている際に、タイムバーＴＢの位置をリモートコントロ
ーラの上、もしくは下ボタンで操作することができる。電子番組表の周囲に配置された表
示部ＣＨではタイムバーＴＢが示す時間の全番組についてプレビュー表示が成される。
【００７８】
　上記のように、本実施形態に係る放送受信装置および番組再生方法によれば、録画され
た複数の番組を同時にプレビュー表示して、ユーザの使い勝手を向上させる放送再生装置
および番組再生方法を提供することができる。上記の実施形態は、所定期間に放送される
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全番組を録画すること（丸録り録画）が可能な放送受信装置および番組再生方法に適用さ
れると、ユーザが多くの録画番組の中から視聴する番組を選択することが容易となり、特
に効果的である。
【００７９】
　また、複数プレビューで早送りを行うことにより、一瞬見えた好きな役者が気になって
改めて最初からドラマを視聴し直したり、昔見たアニメや映画をプレビュー再生すること
により懐かしくて最初から視聴し直したりするなど、新しい番組の発見や懐かしい番組を
再視聴するという視聴促進の効果も期待できる。
【００８０】
　なお、この発明は、上記実施形態そのままに限定されるものではなく、実施段階ではそ
の要旨を逸脱しない範囲で構成要素を変形して具体化できる。例えば、図１に示す放送受
信装置では、表示手段として表示装置２００を備えているが、表示手段は表示処理モジュ
ール１０６から出力された信号が供給されるように放送受信装置の外部に接続されたモニ
タ装置であっても良い。
【００８１】
　また、上記実施形態に開示されている複数の構成要素の適宜な組み合せにより種々の発
明を形成できる。例えば、実施形態に示される全構成要素から幾つかの構成要素を削除し
てもよい。更に、異なる実施形態に亘る構成要素を適宜組み合わせてもよい。
【符号の説明】
【００８２】
　１０１…デジタル放送受信装置、１０２～１７２…チューナーモジュール、１０３～１
７３…ＴＳ分離モジュール、１０４～１７４…デスクランブラモジュール、１０５…ＡＶ
デコードモジュール、１０６…表示処理モジュール、１１０Ａ…プレビュー再生モジュー
ル、１１０…記録再生制御モジュール、１１１…記録モジュール。

【図１】 【図２】
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